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《 雷 門 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：11月11日（月） 午前10時から（会 場：雷門区民館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇観光バスの降車場について 

質問 回答 対応 

 雷門通りにある観光バス降車場の前方

の交差道路が一方通行の出口になってい

ますが、バスの影になってしまい、右方

向から来る車が良く見えず事故につなが

る恐れがあります。特に、バスが２台停

車している時は道路にはみ出して停まっ

ているので危険です。ガードマンの方は

歩道の歩行者に対してはよく見て指導し

ていただいていますが、車に対しては何

も指導をしていないので、一方通行から

出てくる車についても注意をして対応し

ていただきたいと思います。また、ガー

ドマンの方は17時までですが、それ以降

の時間で乗車のために停めているバスも

あります。路上に乗車を待つ人が溜まっ

てしまうと、降車場前の店舗に迷惑がか

かってしまっていますので、対処してい

ただきたいと思います。 

 さらに、最近では浅草通りにも観光バ

スが停車していることがありますので、

巡回するなどして対応していただきたい

と思います。 

 年々観光客が増えていますので、それに伴

って観光バスの台数も増えてきています。 

 区では、観光バス対策として乗る場所と降

りる場所を振り分ける「観光バス予約システ

ム」を導入して以来、改善してきていますが、

振り分けによって新たな問題も生じていま

すので、改善策を検討してまいります。 

 雷門降車場付近の交差道路の安全確保に

ついては、誘導員による安全確認も含め、取

り組んでまいります。 

 浅草通りについても、最近は観光バスが停

まっているということですので、警察と連携

し、注意喚起を行うなどの対応を行ってまい

ります。また、地域の皆さまから警察に通報

していただくことで早く対応ができると思

います。会長のところに担当を伺わせます。 

 

※会長に、引き続き警察とも連携して注意喚

起を行っていくことをお伝えしました。（交

通対策課） 

 

 

☆ 
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◇自転車置場について 

質問 回答 対応 

 地下鉄田原町駅の浅草郵便局あたりに

放置自転車がたくさんありますので、そ

の対処をお願いしたいです。都道なので

東京都の管理だと思いますが、都道に関

係しているのであれば、東京都と折衝し

ていただきたいです。 

 「指導整理区域」となっていれば即日撤去

が可能ですが、田原町駅周辺は駐輪場が無く

「指導整理区域」に指定できないため、即日

撤去ができません。 

 区でも駐輪場用地を探しているのですが、

なかなか見当たらないというのが現状です。

そこで、区では自転車を共有する「レンタサ

イクル」や「シェアサイクル」の実証実験を

実施しています。 

 今後も、いろいろと検討し、放置自転車対

策に取り組んでまいります。 

 

△ 

 

◇台東区の災害時対応について 

質問 回答 対応 

 これまでの直下型地震に加え、最近は

水害対策の問題が検討されるようになり

ました。先日の千葉県の台風被害が東京

で起きた場合を考えると、３日分の備蓄

品では足らないように感じています。 

 現在、浅草西町会では災害時の備品と

して非常用の水と食料を用意しています

が、災害時に町会員全員に配布すること

が困難であります。 

 町会としては町会員の皆さんに非常時

の備品購入をお願いしていますが、台東

区より頂いている自主防災組織活動助成

金の増額をお願い致します。 

 

 雷門地区では全ての町会に自主防災組織

を結成していただくなど、ご協力をいただき

ありがとうございます。 

 区で交付している自主防災組織活動助成

金は、備蓄品の購入費用に対する助成ではな

く、防災活動に必要な資機材・装備品等の経

費の一部として助成金を交付しています 

 この助成金は世帯数に応じて金額を算出

しており、１年に１回の交付としています

が、５年分を一括して交付することも可能で

す。助成金額の増額については、よく検討さ

せていただきます。 

 

☆ 
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◇避難所運営について 

質問 回答 対応 

 いつ地震が起きてもおかしくない現

在、被害が起きて避難所を開設した場合、

避難所にペットを入れるのか入れないの

かということが問題になると思います。 

 私たち避難所の開設に携わっているも

のとしては、起こりうることや分かって

いることは事前に解決しておきたいので

す。 

 避難所におけるペットの受け入れにつ

いては、避難所ごとに決めるのではなく、

区で統一した見解を決めていただきたい

です。 

 

 避難所の運営については、日頃から町会の

役員の皆さまにも積極的に議論していただ

いています。台風等による各地の被害を踏ま

え、今後は水害に対しての対応というのも、

至急見直していく必要があると考えています。 

 ペットの受け入れについては、環境省でも

災害時のペットの同行避難を推進していま

す。区もペットの受け入れについては同じ考

え方ですし、ペットの受け入れが可能な避難

所を増やしていきたいと考えています。 

 地域防災計画では、ペット同行避難者の対

応等について明記してありますが、避難所に

おけるルールの詳細については、それぞれの

避難所運営委員会で協議をして決めていた

だく必要があります。 区で統一した対応と

いうご意見については、担当にも伝えます。 

― 

 

◇空き家、空きビル、空き店舗対策について 

質問 回答 対応 

 近年、空き家、空きビル、空き店舗が

多くみられ、火災の危険・防犯上の問題

があります。また、景観も悪く商業地と

しても良くないと感じています。自治体

として、所有者に交渉や指導をしていた

だきたいです。 

 「空家等対策の推進に関する特別措置

法」が施行されていますが、自治体の強

制が必要ではないでしょうか。 

 

 建物の維持管理は、建物所有者等が行う義

務があります。 

 区では、火災や倒壊の危険性が高い老朽空

き家について「空家等対策の推進に関する特

別措置法」に基づき、関係機関からの情報提

供等により所有者を特定し、その所有者に対

して建物の適正な維持管理や建物を除却す

る場合の費用助成制度等の案内をしていま

す。また、所有者がいない場合には、法的に

除却をすることも可能となっていますが、所

有者の特定には時間がかかります。 

 担当を伺わせますので、危険な建物等があ

りましたらご相談いただきたいと思います。 

 

※会長に状況を確認し、空き家所有者を特定

して建物の改善通知を送付しました。（建築

課） 

― 
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◇選挙管理委員の報酬について 

質問 回答 対応 

 私は、雷門西部町会の会長とともに、

第18投票所の田原小学校で投票管理・立

ち合いを長年務めております。 

 台東区のホームページによりますと、

選挙管理委員会は現在４名の委員で構成

され、通常、月に２回の委員会開催とな

っております。 

 選挙のある年・ない年に関わらず選挙

管理委員長は月額290,700円、選挙管理委

員は月額231,800円支払われております。

また、選挙管理委員は区議会議員の投票

で選ばれますが、４名のうち３名が区議

会議員ＯＢの方々が務めております。 

 地方自治法第203条２で「報酬は、その

勤務日数に応じてこれを支給する。ただ

し、条例で特別の定めをした場合は、こ

の限りではない。」とあります。 

 台東区では月２回の委員報酬をなぜ月

額にしているのでしょうか。また、今後

勤務日数に応じた日額に変更するかどう

か、お考えをお聞かせください。 

 

 選挙を公正に執行するために、議会の選挙

で選挙管理委員が選出されています。 

 定例会は月に数回のようですが、選挙とい

うのはいろいろな場面が出てきますので、選

挙管理委員の仕事も、量的に増えてきている

と思います。 

 区としては、現在のところ月額制が適切と

いうことで進めていますが、近隣区や他の自

治体の動向も注視をしてまいります。 

 

― 
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◇電柱地下埋設計画について 

質問 回答 対応 

 今回の計画の中に、当町会の伝法院通

り、公園通り、奥山おまいりまち通りの

西側が、調査予定区域となっております

が、東側、浅草寺私道部分が除外され、

一本の商店街が半分は地下埋設、半分は

除外と一貫性のない計画がなされようと

しています。除外された東側には、大変

危険性を感じる電柱があります。 

 外来者の方々が、よく写真を撮られる

フォトスポットとなっておりますが、災

害時には大変危険と思われます。 

 ぜひ、一本の商店街としての地下埋設

計画をされます様にお願いいたします。 

 私どもの商店街は、来街者が非常に多

い通りです。工事を実施するにあたって

の調整については全面的に協力しますの

で、近代日本のイメージを損ねることの

ないように、電柱の撤去、埋設計画をご

検討ください。 

 

 無電柱化は「防災」や「景観」の視点から

考えても進めていかなければいけないと思

っています。区内の都道の無電柱化は、ほぼ

完了しています。区道については無電柱化を

進めているところですが、難しい課題が多く

あります。現在、奥山おまいりまち通りの西

側を調査区域として検討を進めています。 

 無電柱化には、道路の幅員や地上機器の設

置場所、さらには商店街の場合は昼間の工事

が難しいため、夜間工事となった場合に近隣

の皆さまの理解が得られるかなど、様々な課

題があります。また、私道の場合は地主の承

諾が必要ですし、費用面の問題も出てきま

す。 

 まずは、区道部分について調査をし、無電

柱化が可能な区域について把握をしていき

たいと思います。 

 

△ 

 

◇台東病院について 

質問 回答 対応 

 厚生労働省の公表では、台東病院が再

編成検討対象病院であると報道されてい

ました。手術などをやらないからという

ことで病院が無くされてしまうのは納得

できません。これから台東病院はどのよ

うになってしまうのでしょうか。 

 台東病院は、高齢者医療の拠点病院として

多くの方に利用していただいていますので、

区としては、存続していくということで考え

ています。 

 今度、新しいＭＲＩ機器に更新いたしま

す。検査等にもしっかり対応できますので、

今後も台東病院を利用していただきたいと

思います。 

 

― 

 

 


